
「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅱ

中項目 1

小項目 (2)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 49,510 千円 の内数

29年度予算額： 49,510 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1： 66,685 千円 の内数
28年度決算額： 53,342 千円 の内数

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

機構定員要求

－

　　日々進化し急速に普及していくインターネット環境に対応するため、地域において、イ
ンターネットの安全な利用方法や有害情報に関する知識等を教育・啓発するネットリテラ
シー指導員の養成講座や、インターネット上のトラブルに巻き込まれた子供たちのための
コミュニティサイト等による相談体制の構築等を実施する「ネット対策地域支援事業」を通
じ、地域における先進的な有害環境対策を推進する。

（平成30年度予算概算要求）
　積算上、全国2か所での実施を想定。

通し番号  117 

その他（具体的に）

②「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対策」
に基づく施策の推進
　「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対策」
（平成29年５月19日いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題等に関す
る関係府省対策会議決定）に基づき、こうした問題の根絶に向け、更なる実態把握や取
締り等の強化、教育・啓発の強化、相談体制の充実、保護・自立支援の取組強化等の施
策を総合的に推進する

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶

１．女性に対するあらゆる暴力の根絶

青少年を取り巻く有害環境対策の推進

　　インターネット上の違法・有害サイトを通じた犯罪やいじめ等に青少年が巻き込まれる
とともに、「ネット依存」による生活習慣の乱れなどが課題となっている。このため、関係
府省庁と連携し、インターネット等の適切な使用やネット依存を含む各種依存症予防につ
いて、保護者と青少年に直接働きかける啓発と教育活動を推進することにより、青少年
の健全育成を図る。

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算
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分野
－大
項目

７－５

分野
－大
項目

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

－

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

子供に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進

－

－

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

生涯学習政策局青少年教育課
担当府省・担当課
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅱ

中項目 1

小項目 (2)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 38,033 千円 の内数

29年度予算額： 39,942 千円 の内数

28年度歳出予算現額※ 63,858 千円 の内数
28年度決算額： 25,330 千円 の内数

使用割合： 39.7 ％

－

－

該当施策概要

機構定員要求

－

　学校における学校安全教室（防犯教室、防災教室及び交通安全教室）の講師となる
教職員等に対する講習会の実施を支援することにより、教職員の指導力の向上を図
り、効果的な防犯教育の推進する。
（平成30年度予算概算要求等）
　講習会については、企画提案のあった都道府県・指定都市において、事業計画に基
づき実施予定。

通し番号  118 

その他（具体的に）

②「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対
策」に基づく施策の推進
　「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対策」
（平成29年５月19日いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題等に関
する関係府省対策会議決定）に基づき、こうした問題の根絶に向け、更なる実態把握
や取締り等の強化、教育・啓発の強化、相談体制の充実、保護・自立支援の取組強化
等の施策を総合的に推進する。

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶

１．女性に対するあらゆる暴力の根絶

防犯教育の推進
（学校安全教室の推進）

　性犯罪を含む児童生徒等の安全を脅かす事件が依然として発生していることから、
学校における防犯教育を推進し、犯罪被害を防止していく。

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

4



分野
－大
項目

７－１

分野
－大
項目

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

－

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり

１０８

１０１

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る
平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づ
く平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

初等中等教育局健康教育・食育課
担当府省・担当課
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職
員

等
に
対

す
る
指

導
法

等
の

講
習

会
を
実

施

事
件

事
故

発
生

時
の

初
期

対
応

能
力

等
向

上
の

た
め
の

講
習

会
を
実

施

都
道
府
県
等
に
お
け
る
教
職
員
等
へ
の
研
修
の
実
施

小
学

校
低

学
年

向
け
学

校
安

全
教

室
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
・
配

布

6



「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅱ

中項目 1

小項目 (2)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 52,991 千円 の内数

29年度予算額： 15,186 千円

28年度歳出予算現額※1： 21,926 千円
28年度決算額： 16,008 千円

使用割合： 73.0 ％

－

－

該当施策概要

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

その他（具体的に）

②「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対策」
に基づく施策の推進
　　「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対策」
（平成29年５月19日いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題等に関す
る関係府省対策会議決定）に基づき、こうした問題の根絶に向け、更なる実態把握や取
締り等の強化、教育・啓発の強化、相談体制の充実、保護・自立支援の取組強化等の施
策を総合的に推進する【内閣府（男女局暴力室）、関係府省】

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶

１．女性に対するあらゆる暴力の根絶

情報モラル教育推進事業

　　携帯電話・スマートフォンやSNSが子供たちにも急速に普及し、それらの利用に伴う犯
罪被害等も生じているなかで、児童生徒に情報モラルを身に付けさせることが一層重要
となっていることから、指導資料の改善・充実や児童生徒向け啓発資料の作成・配布等
により、新学習指導要領の下での情報モラル教育の充実を図る。

通し番号  119 

機構定員要求

－

・情報モラル教育の推進に係る指導資料の改善
・児童生徒向け啓発資料の作成・配布
・情報モラル教育の推進に係るセミナー・フォーラムの開催

7



分野
－大
項目

７－５

分野
－大
項目

その他関係する分野・大項目等

子供に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進

―

―

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

生涯学習政策局情報教育課情報教育振興室
担当府省・担当課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

７－９

主に関係する分野・大項目

8



情
報
モ
ラ
ル

教
育
推
進
事
業

（
前

年
度

予
算

額
１
５
百

万
円

）
３
０
年

度
要

求
額

５
３
百

万
円

１
．
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
に
係
る
指
導
資
料
の
改
善

【
新
規
】

28
百
万
円

平
成
27

年
度
に
作
成
し
た
指
導
資
料
（
動
画
教
材
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対

応
し
た
改
訂
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
変
化
や
、
そ
れ
ら
の

利
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
被
害
等
の
最
新
の
状
況
・
動
向
も
踏
ま
え
て
、
内
容
の
改
善
・
充
実

を
図
る
。

【
主
な
改
訂
点
（
予
定
）
】

•
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応

（
総
則
の
規
定
や
各
教
科
等
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
に
関
連
す
る
内
容
の
改
善
・
充
実
に
合
わ
せ
た
見
直
し
）

•
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用
に
伴
う
性
犯
罪
や
性
的
搾
取
の
被
害
防
止
や
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の

禁
止
に
係
る
動
画
教
材
の
作
成

•
そ
の
他
最
新
の
状
況
・
動
向
の
反
映

２
．
児
童
生
徒
向
け
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布

【
拡
充
】

18
百
万
円

（
現

：
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

策
を
含

む
啓

発
資

料
の

作
成

」
）

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
向
け
啓
発

資
料
を
作
成
・
配
布
す
る
（
現
行
の
中
学
校
第
１
学
年
の
全
生
徒
に
加
え
、
新
た
に
小
学
校
第
４
学

年
（
予

定
）
の
全
児
童
を
対
象
と
し
て
配
布
す
る
。
）
。

３
．
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

6百
万
円

（
現
：
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」
、
「
情
報
モ
ラ
ル

教
育

推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催

」
）

セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
よ
り
、
今
日
的
課
題
を
踏
ま
え
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
取
組
を
推
進
す
る
。

【
趣

旨
】

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
SN

Sが
子
供
た
ち
に
も
急
速
に
普
及
し
、
そ
れ
ら
の
利
用
に
伴
う
犯
罪
被
害
等
も
生
じ
て
い
る
な
か
で
、
児

童
生
徒
に
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が

一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
導
資
料
の
改
善
・充

実
や
児
童
生
徒
向
け

啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布
等
に
よ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
の
下
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
を
図
る
。

【
子

供
た
ち
を
取

り
巻

く
状

況
】

○
高

校
生

の
94

.8
％
、
中
学
生
の

51
.7
％
、
小
学
生

（
満
10

歳
以

上
）
の

27
.0
％
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有

高
校

生
の
76

.7
％
、
中

学
生

の
51

.7
％

、
小

学
生

の
32

.5
％

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
１
日

（
平

日
）
に
２
時

間
以

上
利

用
（
内

閣
府

「
平

成
28

年
度

青
少

年
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利

用
環

境
実

態
調

査
」
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

イ
ト
で
被

害
に
あ
っ
た

子
供

の
数

は
増

加
傾

向
が

継
続

し
、

平
成
28

年
度

に
1,
73

6人
で
過
去
最
多

（
警

察
庁

「
平

成
28

年
度
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
等
に
起
因
す
る
事
犯

の
現

状
と
対

策
に
つ

い
て
」
）

○
若
年
層
が
不
正
ア
ク
セ
ス
等

の
加

害
者

と
な
る
事

案
も
発

生

【
学

習
指

導
要

領
の

改
訂

】

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
従
前
に

引
き
続
き
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
を
重
視

学
習
指
導
要
領
解
説
に
お
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
に
伴
う
犯
罪
被
害
の
防
止

の
必
要
性
や
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階

に
応

じ
て
情

報
や
情

報
技
術
の
特
性
に
つ

い
て
の
理
解
に
基
づ
く
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
を
強
調
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅱ

中項目 1

小項目 (2)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 4,805,756 千円 の内数

29年度予算額： 4,558,778 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1： 4,526,870 千円 の内数
28年度決算額： 5,665,388 千円 の内数

使用割合： － ％

－

○

該当施策概要

機構定員要求

  平成29年8月、地方公共団体の教育相談指導者を対象として、いわゆるアダル
トビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題の被害者をはじめとする犯罪被害者
等に関する内容を含む教育相談の研修を実施。

     いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題の被害者をはじめとする
犯罪被害者等を含む児童生徒の相談等に的確に対応できるよう、スクールカウンセラー
の配置を拡充（平成29年度予算：26,000校）。

（平成30年度予算概算要求等）
　スクールカウンセラーについては、ニッポン一億総活躍プラン等において、平成31年度
までに、原則として、全公立小中学校（27,500校）に配置することとされており、平成30年
度予算概算要求では、この目標を一年前倒しして配置拡充を行う。

通し番号  120 

その他（具体的に）

②「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対策」
に基づく施策の推進
　　「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対策」
（平成29年５月19日いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題等に関す
る関係府省対策会議決定）に基づき、こうした問題の根絶に向け、更なる実態把握や取
締り等の強化、教育・啓発の強化、相談体制の充実、保護・自立支援の取組強化等の施
策を総合的に推進する

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶

１．女性に対するあらゆる暴力の根絶

スクールカウンセラー等活用事業

 いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題の被害者をはじめとする犯
罪被害者等を含む児童生徒の相談等に的確に対応できるよう、養護教諭等と連携しな
がら児童生徒の心のケアを行うスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の
適正な配置や、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等への犯罪等の被
害に関する研修等による資質の向上を通じて、学校における教育相談体制を充実させ
る。

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

10



分野
－大
項目

７－５

分野
－大
項目

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

８－１

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

子供に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進

-

-

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

初等中等教育局児童生徒課
担当府省・担当課
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅱ

中項目 1

小項目 (2)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 1,842,266 千円 の内数

29年度予算額： 1,258,454 千円 の内数

28年度歳出予算現額※ 972,007 千円 の内数
28年度決算額： 5,665,388 千円 の内数

使用割合： － ％

－

○

該当施策概要

通し番号  121 

機構定員要求

　平成29年8月、地方公共団体の教育相談指導者を対象として、いわゆるアダ
ルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題の被害者をはじめとする犯罪被
害者等に関する内容を含む教育相談の研修を実施。

  いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題の被害者をはじめとする
犯罪被害者等を含む児童生徒の相談等に的確に対応できるよう、スクールソーシャル
ワーカーの配置を拡充（平成29年度予算：5,000人）。

（平成30年度予算概算要求等）
　スクールソーシャルワーカーについては、ニッポン一億総活躍プラン等において、平
成31年度までに、原則として、全ての中学校区（約１万人）に配置することとされてお
り、引き続きこの目標に向けて配置拡充を行う。

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

その他（具体的に）

②「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対
策」に基づく施策の推進
　　「いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・『ＪＫビジネス』問題等に関する今後の対
策」（平成29年５月19日いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題等
に関する関係府省対策会議決定）に基づき、こうした問題の根絶に向け、更なる実態
把握や取締り等の強化、教育・啓発の強化、相談体制の充実、保護・自立支援の取組
強化等の施策を総合的に推進する

（２）若年層を対象とした性的な暴力の根絶

１．女性に対するあらゆる暴力の根絶

スクールソーシャルワーカー活用事業

   いわゆるアダルトビデオ出演強要問題・「ＪＫビジネス」問題の被害者をはじめとする
犯罪被害者等を含む児童生徒の相談等に的確に対応できるよう、養護教諭等と連携
しながら児童生徒の心のケアを行うスクールカウンセラー、スクールソーシャルワー
カー等の適正な配置や、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等への犯
罪等の被害に関する研修等による資質の向上を通じて、学校における教育相談体制
を充実させる。
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分野
－大
項目

７－５

分野
－大
項目

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

８－１

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

子供に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推進

-

-

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る
平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づ
く平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

初等中等教育局児童生徒課
担当府省・担当課
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②
全

公
立

中
学

校
に
対

す
る
配

置
１
０
，
０
０
０
校

（
１
０
，
０
０
０
校

）

通
常

配
置

【
３
５
週

＊
４
h＊

１
日
】

５
，
８
０
０
校

（
６
，
６
０
０
校

）
小

中
連

携
型

配
置

【
３
５
週

＊
４
h＊

１
日

】
４
，
０
０
０
校

（
３
，
２
０
０
校

）
公

立
中

学
校

週
５
日

体
制

の
実

施
２
０
０
校

（
２
０
０
校

）
【
３
５
週

＊
４
h＊

５
日

】

③
貧

困
・
虐

待
対
策

の
た
め
の
重

点
配

置
（
週

１
日

追
加
）
１
，
０
０
０
校

（
1
,0
0
0
校

）
【
３
５
週

＊
４
h＊

１
日

】

(1
)小

中
学
校
の
た
め
の
配
置

８
，
０
０
０
人
（５

，
０
０
０
人
）

【４
８
週
＊
３
h＊

１
日
】

(3
)高

等
学
校
の
た
め
の
配
置

４
７
人
（４

７
人
）

【４
８
週
＊
３
h＊

３
日
】

＜
家

庭
＞

＜
教

育
委

員
会

等
＞

＜
福

祉
関

連
機

関
＞

④
不

登
校

支
援
の
た
め
の
教

育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強

化
（
週

１
日

）
【
３
５
週

＊
４
h＊

１
日

】
２
５
０
箇

所
（
2
5
0
箇

所
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
教

育
相

談
体

制
の
充

実
－

平
成

3
0
年

度
概

算
要

求
額

－

[目
標

]平
成

3
1
年

度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
全

て
の

中
学

校
区

（
約

１
万

人
）
に
配

置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一

億
総

活
躍

プ
ラ
ン
）

（
ひ
と
り
親

家
庭
・
多

子
世

帯
等
自

立
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

(4
)質

向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｖ
配
置

４
７
人
（４

７
人
）

【４
８
週
＊
３
h＊

５
日
】

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

活
用

事
業

平
成

3
0
年

度
概

算
要

求
額

4
,8
0
6
百

万
円

（
平

成
2
9
年

度
予

算
額

4
,5
5
9
百

万
円

）
補

助
率

：
１
/
3

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

平
成
3
0
年
度
概
算
要
求
額

１
,８
４
２
百
万
円

（平
成
2
9
年
度
予
算
額
1
,2
5
8
百
万
円
）補

助
率
：１

/
3

連
絡

協
議

会
の
開

催
等

を
通

じ
た
質

向
上

の
取

組

※
支
援

が
必

要
な
学

校
に
弾

力
的

に
派

遣
で
き
る
よ
う
、
地

域
の

実
情

に
応

じ
、
教

育
委

員
会

配
置

方
式

も
推

進
。

(2
)貧

困
・虐

待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
（週

１
日
追
加
）

１
，
０
０
０
人
（１

，
０
０
０
人
）

【４
８
週
＊
３
h＊

１
日
】

①
全

公
立

小
学

校
に
対

す
る
配

置
（
週

１
日

）
１
７
，
５
０
０
校

（
１
６
，
０
０
０
校

）

通
常

配
置

【
３
５
週

＊
３
h＊

１
日

】
９
，
５
０
０
校

（
９
，
６
０
０
校

）
小

中
連

携
型

配
置

【
３
５
週

＊
４
h＊

１
日

】
８
，
０
０
０
校

（
６
，
４
０
０
校

）

[目
標

]平
成

3
1
年

度
ま
で
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全

公
立

小
中

学
校

(2
7
,5
0
0
校

）
に
配

置

（
ニ
ッ
ポ
ン
一

億
総

活
躍

プ
ラ
ン
）

（
ひ
と
り
親

家
庭

・
多

子
世

帯
等

自
立

応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

H
30

:2
7,

50
0校

H
30

:8
,0

00
人

※
（

）
は
前

年
度

＜
学

校
・
教

職
員

（
養

護
教

諭
等

）
＞

ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
：
児

童
生

徒
の

心
理

に
関

し
て
高

度
に
専

門
的

な
知

識
及

び
経

験
を
有

す
る
者

（
臨

床
心

理
士
等

）

学
校

教
育

法
施

行
規

則
第

6
5
条

の
２

ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

、
小

学
校

に
お
け
る
児

童
の

心
理

に
関

す
る
支

援
に
従

事
す
る
。

ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
：
福

祉
に
関

し
て
専

門
的

な
知

識
・
技

術
を
有

す
る
と
と

も
に
、
過

去
に
教

育
や
福

祉
の

分
野
に
お
い
て
、
活

動
経
験

の
実
績

等
が
あ
る
者
（
社

会
福

祉
士

、
精

神
保

健
福

祉
士

等
）

学
校

教
育

法
施

行
規

則
第

6
5
条

の
３

ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は

、
小

学
校

に
お
け
る
児
童

の
福

祉
に
関

す
る
支

援
に
従

事
す
る
。
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